
梨大医医事発第 3 号

令和 ５年 10 月 5 日

殿

開設者名 国立大学法人山梨大学長

中　村　　和　彦

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○

（注）

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

山梨大学医学部附属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

厚生労働大臣 山梨大学医学部附属病院

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和４年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒〒400-8510　山梨県甲府市武田4-4-37

　国立大学法人山梨大学　学長　中村　和彦

　山梨大学医学部附属病院

〒409-3898　山梨県中央市下河東1110番地

電話（　　055　　　）　273　－　1111　　　　　　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

病理診断科 リハビリテーション科 形成外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

１精神科 2小児科

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

標榜している診療科名について記入すること。



５　病床数

６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

312 131.0 443 46 0

4 6.4 10.4 14 62

45 1.7 46.7 6 0

0 0.0 0 10 0

37 5.3 42.3 0 0

702 49.4 751.4 17 0

0 0.0 0 3 15

3 0.0 3 1 187

14 1.0 15 40 84

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 5 年 4月 1 日

一般 合計

助産師

看護師 医療社会事業従事者

531 571

精神 感染症 結核 療養

臨床工学士

（単位：床）

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

40

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

35

37

6

17

6

11

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 14

合計

14

10

5

9

13

22

9

208

耳鼻咽喉科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　　木内　博之　　　　　） 任命年月日

安全管理担当副病院長（平成31年4月～令和5年3月）
安全管理委員会委員長（平成31年7月～令和5年3月）



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

（注）

歯科等以外 歯科等 合計

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

460

1291

3

52

463

1343

5,437

88

1

15

276

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数



10　施設の構造設備

12 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

234 ㎡ （主な設備）

136 ㎡ （主な設備）

281 ㎡ （主な設備）

96 ㎡ （主な設備）

12,034 ㎡ （主な設備）

4,788 ㎡ 室数 室 人

1,663 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
414.56

鉄筋コンクリート 人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

床面積

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

共有はしていないが「医薬品情報室」としている

29.41

多項目自動分析装置（BM-6070(3台)、
COBAS8000e801(2台)、ARCHITECT i2000他）、遠心機、
検体搬送システム、フリーザー、保冷庫等

DxM1096マイクロスキャンWalkAway、ﾊﾞｸﾃｱﾗｰﾄ3D、ﾊﾞｸ
ﾃｯｸFX、US-3500、UF-5000、安全キャビネット、インキュ
ベーター、遠心機、滅菌器、顕微鏡、フリーザー、保冷庫
等

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート

鉄筋コンクリート

閲覧室3室, 学
習室4室, 視聴
覚室1室, 閉架

書庫1室

収容定員

蔵書数

943

98,935

病床数 11182.78

（主な設備）高性能ﾃｨｯｼｭﾌﾟﾛｾｯｻｰ、ﾊﾟﾗﾌｨﾝ包理装置、自
動染色装置、自動免疫染色装置、ｸﾘｵｽﾀｯﾄ、ﾏｸﾛ及びﾐｸ
ﾛ写真撮影装置、ﾃﾞｨｰﾌﾟﾌﾘｰｻﾞ、ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ顕微鏡、ﾌﾟｯｼｭ
ﾌﾟﾙ式換気装置、安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ、ｶｾｯﾄおよびﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾄ印
字ｼｽﾃﾑ、ﾊﾞｰﾁｬﾙｽﾗｲﾄﾞｼｽﾃﾑ

（主な設備）局所排気装置設置解剖室、バイオハザード
対策セパレート型解剖台、解剖台用マクロ撮影装置、解
剖台用層流給気照明装置、ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ流水洗槽、ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ
多機能中央切り出し台、切り出し台用マクロ撮影装置、中
央切り出し台用層流給気照明装置、床埋め込み式遺体
計量器、上下２体式遺体保存冷蔵庫、解剖室映像観察シ
ステム、移動式固定臓器標本棚、高性能ﾃｨｯｼｭﾌﾟﾛｾｯ
ｻｰ、ﾊﾟﾗﾌｨﾝ包理装置

各種実験装置、解析装置

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

5



11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

大学ホームページ

有

有

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

甲光　俊一 弁護士
弁護士としての豊富な
専門知識を有している

1. 医療に係る安全管理又は法
律に関する識見を有する者その

他の学識経験を有する者

保坂　武 市長
行政の長であり医療を
受ける者の代表として

2. 医療を受ける者その他の医
療従事者以外の者（1.に掲げる

者を除く。）

利害
関係

委員の要件
該当状況

矢野　真 他団体医師
豊富な臨床経験と医療
安全に関する知識によ
り

1. 医療に係る安全管理又は法
律に関する識見を有する者その

他の学識経験を有する者

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

算出
根拠

紹介率 82.8 逆紹介率 62.1

14,156

11,821

1,615

19,045

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0

4

13

85

0

0

6

102

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

　先進医療A　子宮内膜擦過術

先進医療A　子宮内膜刺激術

先進医療A　子宮内細菌叢検査１

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療A　子宮内膜細菌叢検査２

先進医療A　タイムラプス撮像法による受精卵・胚培養

先進医療A　子宮内膜受容能検査

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

2

0

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療B　テモゾロミド用量強化療法

先進医療B　タクロリムス投与療法

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 12 56 先天性副腎皮質酵素欠損症 4
2 筋萎縮性側索硬化症 31 57 サルコイドーシス 38
3 進行性核上性麻痺 12 58 特発性間質性肺炎 23
4 パーキンソン病 112 59 肺動脈性肺高血圧症 4
5 大脳皮質基底核変性症 4 60 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 1
6 シャルコー・マリー・トゥース病 3 61 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 6
7 重症筋無力症 78 62 網膜色素変性症 17
8 多発性硬化症／視神経脊髄炎 87 63 バッド・キアリ症候群 1

9
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
14 64 原発性胆汁性肝硬変 18

10 多系統萎縮症 18 65 原発性硬化性胆管炎 3
11 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 65 66 自己免疫性肝炎 17
12 ライソゾーム病 6 67 クローン病 38
13 ミトコンドリア病 3 68 潰瘍性大腸炎 53
14 もやもや病 24 69 好酸球性消化管疾患 2
15 全身性アミロイドーシス 10 70 慢性特発性偽性腸閉塞症 1
16 神経線維腫症 10 71 CFC症候群 1
17 天疱瘡 8 72 先天性ミオパチー 1
18 膿疱性乾癬（汎発型） 6 73 筋ジストロフィー 11

19 スティーヴンス・ジョンソン症候群 1 74
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん

性白質脳症
1

20 高安動脈炎 8 75 先天性無痛無汗症 1
21 巨細胞性動脈炎 6 76 レット症候群 1
22 結節性多発動脈炎 6 77 結節性硬化症 4
23 顕微鏡的多発血管炎 22 78 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 5
24 多発血管炎性肉芽腫症 6 79 マルファン症候群 5
25 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 11 80 エーラス・ダンロス症候群 1
26 悪性関節リウマチ 3 81 ウィルソン病 3
27 バージャー病 3 82 ウィリアムズ症候群 1
28 原発性抗リン脂質抗体症候群 2 83 ヌーナン症候群 1
29 全身性エリテマトーデス 150 84 22q11.2欠失症候群 1
30 皮膚筋炎／多発性筋炎 76 85 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 1
31 全身性強皮症 21 86 ファロー四徴症 1
32 混合性結合組織病 16 87 アルポート症候群 2
33 シェーグレン症候群 12 88 急速進行性糸球体腎炎 1
34 成人スチル病 6 89 抗糸球体基底膜腎炎 1
35 再発性多発軟骨炎 1 90 一次性ネフローゼ症候群 21
36 ベーチェット病 26 91 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1
37 特発性拡張型心筋症 22 92 紫斑病性腎炎 3
38 肥大型心筋症 2 93 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2
39 再生不良性貧血 16 94 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1
40 自己免疫性溶血性貧血 2 95 フェニルケトン尿症 1
41 発作性夜間ヘモグロビン尿症 4 96 尿素サイクル異常症 1
42 特発性血小板減少性紫斑病 32 97 ポルフィリン症 1
43 血栓性血小板減少性紫斑病 1 98 家族性地中海熱 2
44 原発性免疫不全症候群 4 99 強直性脊椎炎 10
45 IgＡ 腎症 29 100 リンパ管腫症/ゴーハム病 1
46 多発性嚢胞腎 17 101 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病 1
47 黄色靱帯骨化症 20 102 先天性赤血球形成異常性貧血 1
48 後縦靱帯骨化症 52 103 後天性赤芽球癆 1
49 広範脊柱管狭窄症 1 104 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 1
50 特発性大腿骨頭壊死症 20 105 胆道閉鎖症 2
51 下垂体性ADH分泌異常症 9 106 ＩｇＧ４関連疾患 7
52 下垂体性PRL分泌亢進症 7 107 好酸球性副鼻腔炎 52

53 クッシング病 2 108
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
2

54 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 16 109 特発性多中心性キャッスルマン病 3
55 下垂体前葉機能低下症 40

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 109
合計患者数（人） 1,558

4　指定難病についての診療
高度の医療の提供の実績（様式第2）



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・特定機能病院入院基本料１.一般病棟イ（７対１）

　・特定機能病院入院基本料３.精神病棟ハ（１３対１）

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１（１５対１）

　・急性期看護補助体制加算 ２５対１（看護補助者５割未満）

　・（夜間１００対１急性期看護補助体制加算）

　・（夜間看護体制加算）

　・看護職員夜間配置加算（１２対１）１

　・看護補助加算２（５０対１）

　・療養環境加算

　・後発医薬品使用体制加算１

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・栄養サポートチーム加算

　・重症者等療養環境特別加算（３６床）

　・無菌治療室管理加算１

　・無菌治療室管理加算２

　・放射線治療病室管理加算（治療用放射性同位元素による
場合）

　・報告書管理体制加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・術後疼痛管理チーム加算

　・データ提出加算

　・入退院支援加算

　・（入院時支援加算）

　・認知症ケア加算１

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・感染対策向上加算１

　・（指導強化加算）

　・精神科急性期医師配置加算２のイ

　・排尿自立支援加算

　・地域医療体制確保加算

　・特定集中治療室管理料１

　・（小児加算）

　・（早期離床・リハビリテーション加算）

　・放射線治療病室管理加算（密封小線源による場合）

　・緩和ケア診療加算

　・新生児特定集中治療室管理料１

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料２

　・（プレイルーム加算）

　・重症者初期支援充実加算 　・看護職員処遇改善評価料７６

　・患者サポート体制充実加算

　・医療安全対策加算１

（様式第2）



　・歯科外来診療環境体制加算２

　・医療機器安全管理料（歯科）

　・歯科疾患管理料の注１１に掲げる総合医療管理加算及び
歯科治療時医療管理料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・入院時食事療養／生活療養（Ⅰ）

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・在宅血液透析指導管理料

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・遠隔モニタリング加算（ペースメーカー指導管理料） 　・医療機器安全管理料１

　・糖尿病合併症管理料 　・医療機器安全管理料２

　・がん患者指導管理料イ
　・遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管理
料）

　・がん患者指導管理料ロ 　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

　・外来緩和ケア管理料
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合）

　・がん患者指導管理料ニ
　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・遺伝学的検査

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・骨髄微小残存病変量測定

　・移植後患者指導管理料（造血管細胞移植後） 　・流産検体を用いた絨毛染色体検査（染色体検査の注２）

　・小児運動器疾患指導管理料 　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・先天性代謝異常症検査

　・乳腺炎重症化予防・ケア指導料 　・がんゲノムプロファイリング検査

　・一般不妊治療管理料 　・抗アデノ随伴ウィルス９型（ＡＡＶ９）抗体

　・二次性骨折予防継続管理料１
　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・生殖補助医療管理料１
　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・下肢創傷処置管理料 　・検体検査管理加算（Ⅳ）

　・外来腫瘍化学療法診療料１ 　・遺伝カウンセリング加算

　・外来放射線照射診療料 　・国際標準検査管理加算

　・（連携充実加算） 　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算

　・（相談支援加算） 　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト

　・療養・就労両立支援指導料 　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算

　・薬剤管理指導料 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・がん治療連携計画策定料 　・胎児心エコー法

　・外来排尿自立指導料 　・ヘッドアップティルト試験

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・皮下連続式グルコース測定

（様式第2）



　・導入期加算１
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので、内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・硬膜外自家血注入
　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（甲状腺に対するもの）
　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・人工腎臓
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算１又は
乳がんセンチネルリンパ節加算２を算定する場合に限る。）

　・医療保護入院等診療料 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・処置の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
　・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状腺全摘
（亜全摘）術（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫過形成手術

　・がん患者リハビリテーション料
　・乳房切除術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・無菌製剤処理料 　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ｉ）
　・人工中耳植込術、人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移
植術及び植込型骨導補聴器交換術

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）、経鼻内
視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術

　・全身ＭＲＩ撮影加算
　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・肝エラストグラフィ加算
　・緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び（水晶体再建術
併用眼内ドレーン挿入術））

　・外来化学療法加算１ 　・緑内障手術（濾過法再建術（needle法））

　・乳房ＭＲＩ撮影加算
　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（便過活動膀胱）

　・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 　・角結膜悪性腫瘍切除術

　・頭部ＭＲＩ撮影加算
　・治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジ
ストロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

　・冠動脈ＣＴ撮影加算
　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術

　・血流予備量比コンピューター断層撮影 　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術

　・心臓ＭＲＩ撮影加算 　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）

　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 　・後縦靭帯骨化症手術（前方進入によるもの）

　・画像診断管理加算３ 　・椎間板内酵素注入療法

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術

　・ロービジョン検査判断料
　・皮膚悪性腫瘍切除術（センチネルリンパ節加算を算定する
場合に限る。）

　・小児食物アレルギー負荷検査
　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・内服・点滴誘発試験 　・処理骨再建加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・神経学的検査 　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

　・補聴器適合検査 　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法



　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
　・尿道下裂形成手術（性同一性障害の患者に対して行う場
合に限る。）

　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・陰茎形成手術（性同一性障害の患者に対して行う場合に
限る。）

　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの） 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・体外式膜型人工肺管理料

　・腹腔鏡下肝切除術
　・尿道形成手術（前部尿道）（性同一性障害の患者に対して
行う場合に限る。）

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

　・腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・バルーン閉塞下経静脈的塞栓術 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・腹腔鏡下小切開手術 　・腹腔鏡下仙骨膣固定術

　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・腹腔鏡下仙骨膣固定手術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） 　・精巣内精子採取術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） 　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極の場合）及び
両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（心筋電極の場合）

　・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電極の場合）及
び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術（経静脈電極の場合）

　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）
　・膀胱頚部形成術（膀胱頚部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　両心室ペースメーカー移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

　・膀胱水圧拡張術、ハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿道）

　・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植
込型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮下植込型リード
を用いるもの）、植込型除細動器交換術（その他のもの）及び経静脈電極抜
去術

　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・経皮的中隔心筋焼灼術
　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 　・同種死体腎移植術

　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・生体腎移植術

　・経カテーテル大動脈弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及
び経皮的大動脈弁置換術）

　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・経皮的僧帽弁クリップ術 　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・不整脈手術（左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）に限る。）

　・腹腔鏡下腎・尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）
　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・胸腔鏡下弁形成術及び胸腔鏡下弁置換術 　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除） 　・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術



　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・定位放射線治療

　・高エネルギー放射線治療

　・１回線量増加加算

　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ)

　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・放射線治療専任加算

　・外来放射線治療加算

　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・レーザー機器加算の施設基準（医科）

　・麻酔管理料(Ⅰ)

　・自己クリオプレシピテート作製術（用手法） 　・レーザー機器加算の施設基準（歯科）

　・同種クリオプレシピテート作製術 　・口腔病理診断管理加算２

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・輸血管理料Ⅱ 　・有床義歯修理及び有床義歯内面適合法の歯科技工加算

　・コーディネート体制充実加算
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限
る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限
る。）

　・自己生体組織接着剤作成術 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術
を含む。）

　・歯科口腔リハビリテーション料２

　・乳房切除術（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対して行う
ものに限る。）

　・口腔粘膜処置

　・子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（遺伝性乳癌卵巣癌症候
群に対して行うものに限る。）

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー

　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（性同一性障害の患者に対して
行う場合に限る。）

　・病理診断管理加算２

　・子宮附属器腫瘍摘出術（両側）（性同一性障害の患者に
対して行う場合に限る。）

　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・手術の休日加算１、時間外加算１及び深夜加算１ 　・精密触覚機能検査

　・会陰形成手術（筋層に及ばないもの）（性同一性障害の患
者に対して行う場合に限る。）

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
術中迅速病理組織標本作製

　・造腟術、腟閉鎖症術（遊離植皮によるもの、腸管形成によるもの、筋皮弁
移植によるもの）（性同一性障害の患者に対して行う場合に限る。）

　・保険医療機関間の連携におけるデジタル病理画像による
迅速細胞診

　・子宮全摘術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・デジタル病理画像による病理診断

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・陰茎全摘術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・画像誘導密封小線源治療加算

　・精巣摘出術（性同一性障害の患者に対して行う場合に限
る。）

　・保険医療機関間の連携による病理診断



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 21例

剖検率（％） 6.7%

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

(注） 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

1.　乳腺症例検討会 (9回　隔週開催　中断中）
2.　婦人科症例検討会　(15回　不定期開催）
3.　呼吸器症例検討会　（0回　中断）　現在は毎週開催
4.　皮膚科症例検討会　（48回　毎週開催）
5.　解剖マクロカンファレンス（14回　不定期開催）
6．消化管カンファレンス（7回　毎月開催）
7.　脳外科カンファレンス（10回　毎月開催）
8.　肝生検カンファレンス（39回　不定期開催）
9.　病院ＣＰＣ　（10回　不定期開催）
10.　腎生検症例検討会（0回　中断中）

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

渡邊　敦 小児科 1,300,000

川井田　博充

矢ヶ崎　英晃

中根　貴弥

前川　伸哉

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

脂肪細胞のPHLDB1を介した糖脂質代
謝とアディポカイン分泌機構の解明

消化器癌における血球細胞を介した癌
進展機序の解明と新たな治療法開発

穿孔性細菌性腹膜炎におけるエクソ
ゾームの役割の解析と、臨床への応用

PI3K/Akt経路からみた虚血再灌流障
害に対するフラボノイドの心筋保護効
果

脳梗塞発生時におけるプロポフォール
の脳保護作用メカニズム

内村　幸平

小川　陽一
HIV感染における表皮・膣上皮resident
memoryT細胞の役割

麻酔科

780,000

新規トリプトファン代謝酵素阻害剤とイ
ンターフェロンによるグリオーマ複合免
疫療法

唾液メタボローム解析による膵癌早期
診断システムの構築に関する研究

Ph＋急性リンパ性白血病における脂質
代謝異常の解析

糖尿病患者の唾液メタボローム解析に
よる膵癌早期診断の可能性に関する
研究

状腺形成に関わる新規遺伝子変異の
スクリーニングシステムの構築

C末端欠損p53の活性化亢進機序の解
明

1分子シークエンサーを用いたウイルス
ゲノム解析によるウイルス制御後肝病
態の解明

新規腎臓オルガノイドを用いた細胞
アッセイへの応用

脊損後排尿障害へグルタミン酸信号伝
達を介し関与する神経栄養因子前駆
体の作用解析

芳山　充晴 泌尿器科 1,170,000
（独）日本学術振

興会

イムノメタボリズムを標的とした頭頸部
がん治療戦略の構築 石井　裕貴 頭頚部・耳鼻咽喉科 780,000

（独）日本学術振
興会

山梨県域をバーチャル診療機関とした
緑内障プレシジョンメディシンの推進 柏木　賢治 眼科 1,040,000

（独）日本学術振
興会

血縁者間造血細胞移植ドナーの心理
的経験 大島　智恵 看護部 780,000

（独）日本学術振
興会

新規S-グルタチオン化蛋白C/EBPbが
活性酸素による肥満・脂肪合成を媒介
する

渡辺　陽介 循環器内科 1,040,000
（独）日本学術振

興会

中鎖脂肪酸によるメタボリック肝発癌抑
制とメタボリック症候群の改善効果の検
討

細村　直弘
消化器外科、乳腺・

内分泌外科
1,170,000

（独）日本学術振
興会

脳虚血および虚血耐性現象におけるミ
トコンドリア細胞間移動の意義の解明

（独）日本学術振
興会吉岡　秀幸 脳神経外科 1,170,000

（独）日本学術振
興会

土屋　恭一郎

市川　大輔

河野　寛

小口　健史

三井　一葉

川瀧　智之

糖尿病・内分泌内科

消化器外科、乳腺・
内分泌外科

消化器外科、乳腺・
内分泌外科

1,300,000

消化器外科、乳腺・
内分泌外科

小児科

小児科

消化器内科

腎臓内科

皮膚科

910,000

780,000

910,000

1,560,000

1,430,000

1,950,000

910,000

1,170,000

1,300,000

1,430,000

麻酔科

脳神経外科

（独）日本学術振
興会

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

1,040,000臨床研修センター板倉　淳

（様式第3）



金   額研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

補

エクソソームによる脳梗塞後グリア瘢痕
制御と軸索再生の治療効果の検証 上野　祐司 神経内科 1,000,000

（独）日本学術振
興会

家庭内事故による乳児急性硬膜下血
腫における頭の形の影響と予防法 小鹿　学 新生児集中治療部 1,040,000

（独）日本学術振
興会

脳虚血および虚血耐性現象におけるイ
ンターフェロン制御因子ファミリーの役
割の解明

（独）日本学術振
興会舘岡　達 脳神経外科 1,300,000

節外性NK/T細胞リンパ腫の分子サブ
タイプに対応する病理組織学的所見の
解明

大石　直輝 病理診断科 1,560,000
（独）日本学術振

興会

ARDSモデルラットにおける短時間液体
呼吸と新規薬物伝達システムの治療効
果の検証

（独）日本学術振
興会針井　則一 救急部 650,000

高齢者における脊椎後弯と大動脈弁
狭窄症進行に関する基礎的臨床的分
析

中村　貴光 循環器内科 1,430,000
（独）日本学術振

興会

臨死期のがん患者が死に至る病態解
明に関する研究

（独）日本学術振
興会飯嶋　哲也 麻酔科 130,000

骨軟部肉腫におけるマクロファージに
よる腫瘍微小環境の調節と新規治療開
発

市川　二郎 整形外科 780,000
（独）日本学術振

興会

ロボット支援腹腔鏡下手術の麻酔管理
が脳に与える影響の解明

（独）日本学術振
興会浅野　伸将 麻酔科 910,000

肉腫と血小板の相互作用による増殖・
転移誘導とその分子機構を標的とした
治療法の開発

谷口　直史 リハビリテーション科 1,170,000
（独）日本学術振

興会

PI3K/Akt経路からみたラクトフェリンの
気絶心筋に対する保護効果の検討

（独）日本学術振
興会松川　隆 麻酔科 1,690,000

低酸素環境における経鼻インスリン投
与の脳組織への抗炎症作用の検討

（独）日本学術振
興会池本　剛大 麻酔科 1,430,000

機械学習を利用したシバリングの検出
（独）日本学術振

興会和田　啓一 麻酔科 1,170,000

非アルコール性脂肪肝疾患における
肝マクロファージの役割の解析と、その
臨床応用

（独）日本学術振
興会雨宮　秀武

消化器外科、乳腺・
内分泌外科

1,690,000

アストロサイト性神経回路再編異常を標
的とするてんかん予防治療法の開発

（独）日本学術振
興会佐野　史和 小児科 1,430,000

遺伝性痙性対麻痺の新規原因遺伝子
同定

（独）日本学術振
興会瀧山　嘉久 神経内科 1,300,000

膀胱の線維化に至るHippo-Yap回路
活性と低活動膀胱の関連性の検討 井原　達矢 泌尿器科 910,000

（独）日本学術振
興会

三井　貴彦 泌尿器科 1,560,000

吉澤　邦夫 歯科口腔外科 1,300,000

排尿筋低活動に対するシトルリン／ア
ルギニン投与による予防および治療効
果の検討

（独）日本学術振
興会

難治性口腔癌におけるPTK7発現の浸
潤機構の解明と新たな臨床応用

（独）日本学術振
興会

ビタミンDの小児運動機能への影響 若生　政憲 整形外科 1,690,000
（独）日本学術振

興会

人工知能学に基づく認知症ケアの実
践知を学ぶプログラムの開発と効果検
証

小林　美亜 病院経営管理部 3,770,000
（独）日本学術振

興会

自閉スペクトラム症に併存する限局性
学習症の病態解明とその支援法の確
立

加賀　佳美 小児科 2,210,000
（独）日本学術振

興会

ヘモグロビン糖化の個人差に基づく糖
尿病合併症リスク管理指標の開発 望月　美恵 小児科 1,950,000

（独）日本学術振
興会
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新規プライマーセットを用いた高感度
性別判定法の開発 藤本　佳那 歯科口腔外科 1,430,000

（独）日本学術振
興会

患者中心の医療を支える意思決定支
援のための系統的な情報提供方法の
開発と効果検証

荒神　裕之
医療の質・安全管理

部
780,000

（独）日本学術振
興会

甲状腺濾胞パターン腫瘍のゲノム・エ
ピゲノム変動に基づく層別化診断の確
立

近藤　哲夫 病理診断科 2,600,000
（独）日本学術振

興会

口腔扁平上皮癌におけるFGFR　c-
isoformの発現機構の解明と治療応用 堀田　麻実 歯科口腔外科 910,000

（独）日本学術振
興会

原発開放隅角緑内障発症進行メカニ
ズムの解明－遺伝子多型と視野障害
の関係－

間渕　文彦 眼科 1,300,000
（独）日本学術振

興会

急増する小児アレルギー性鼻炎の発
症リスク因子と発症機序の解明に向け
た研究

櫻井　大樹
耳鼻咽喉科・頭頚部

外科
2,860,000

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

大脳における排尿関連細胞の選択的
操作とそのプロファイルの探究 志村　寛史 泌尿器科 1,560,000

（独）日本学術振
興会

インドシアニングリーンによる捻転卵巣
の壊死予測

（独）日本学術振
興会尾山　恵亮 産婦人科 650,000

キセノン・水素・アルゴンガスの脳保護
効果と組み合わせによる脳保護効果の
増強

（独）日本学術振
興会石山　忠彦 手術部 2,990,000

小児ネフローゼ症候群の保護者に対
するヘルスリテラシー調査と課題 沢登　恵美 小児科 1,560,000

（独）日本学術振
興会

小児難治性腫瘍におけるmitotic
slippageの克服 合井　久美子 小児科 1,430,000

（独）日本学術振
興会

GDF15‐GFRALシグナルの亢進は小
児慢性腎臓病患者の食行動に影響す
るか

後藤　美和 小児科 2,730,000
（独）日本学術振

興会

双極性障害における細胞内カルシウム
恒常性異常と時計遺伝子の関連解析 上村　拓治 精神神経科 1,690,000

（独）日本学術振
興会

産後うつ支援における新規検査手法の
開発 小林　慶太 精神神経科 1,040,000

（独）日本学術振
興会

非アルコール性脂肪疾患における中
鎖脂肪酸の効果と遺伝子発現解析に
よる病態解明

古屋　信二
消化器外科、乳腺・

内分泌外科
1,820,000

（独）日本学術振
興会

胃印環細胞癌からアプローチする胃癌
組織不均一性に関する研究 齊藤　亮

消化器外科、乳腺・
内分泌外科

1,170,000
（独）日本学術振

興会

胸腹部大動脈瘤におけるマクロファー
ジのオートファジー機構の役割 古藤田　眞和 麻酔科 1,560,000

質量分析器を利用した神経膠腫の術
中迅速細胞密度測定 埴原　光人 脳神経外科 780,000

（独）日本学術振
興会

アレルギー性鼻炎とその免疫寛容にお
けるB7/CD28ファミリーの機能を解明
する

五十嵐　賢
耳鼻咽喉科・頭頚部

外科
260,000

（独）日本学術振
興会

（独）日本学術振
興会

人工心肺が惹起する急性炎症と認知
機能障害に対する経鼻インスリンの効
果と機序の解明

川上　亜希子 麻酔科 1,820,000

難治性過活動膀胱に対する新規治療
標的の探索 吉良　聡 泌尿器科 260,000

（独）日本学術振
興会

女性ホルモンによる腸内細菌を介した
免疫細胞制御機構の解明 吉野　修 産科婦人科 1,300,000

（独）日本学術振
興会
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高リスク加齢黄斑変性に対するブロル
シズマブを用いた個別化医療の探求 菊島　渉 眼科 910,000

（独）日本学術振
興会

がん悪液質によるグリコカリックス破壊と
体液貯留の機序の解明 熊倉　康友 麻酔科 3,770,000

（独）日本学術振
興会

マウス大脳における排尿回路の解明、
排尿行動への応用 望月　孝規 泌尿器科 1,430,000

（独）日本学術振
興会

悪性IPMNの診断能向上と病態解明を
目指した網羅的miRNA解析 深澤　佳満 消化器内科 1,820,000

（独）日本学術振
興会

脳型脂肪酸結合蛋白質制御が脳梗塞
後神経幹細胞移植治療に及ぼす効果
の検討

福田　憲人 脳神経外科 1,450
（独）日本学術振

興会

血小板を介した新たな胃癌進展機序
の解明と、新たな術中転移抑制剤の開
発

庄田　勝俊
消化器外科、乳腺・

内分泌外科
1,170,000

（独）日本学術振
興会

Mesenchymal barrierの制御を標的とし
た頭頸部がん治療戦略 坂本　要

耳鼻咽喉科・頭頚部
外科

1,560,000
（独）日本学術振

興会

ストレス刺激に対する遷延性交感神経
活動増強応答におけるグリア細胞の役
割の解明

河野　洋介 新生児集中治療部 1,560,000
（独）日本学術振

興会

膵β細胞プロスタシンによるインスリン
分泌制御機構と増殖維持効果の解明 石井　俊史 腎臓内科 2,340,000

（独）日本学術振
興会

ULP型大動脈解離における血行力学
的予後因子の解明 城野　悠志 放射線科 1,170,000

（独）日本学術振
興会

3次元 T1 mappingを用いた膵 T1容積
による膵外分泌機能評価法の開発 森阪　裕之 放射線科 1,820,000

（独）日本学術振
興会

脳梗塞神経幹細胞移植治療における
A2アストロサイトの分化制御機序と役割
の解明

若井　卓馬 脳神経外科 1,300,000
（独）日本学術振

興会

高齢心不全患者におけるマイオカイン
のバイオマーカーとしての臨床的有用
性の検討

植松　学 循環器内科 910,000
（独）日本学術振

興会

皮膚resident memory T細胞の人為的
制御および皮膚疾患予防への応用 川村　龍吉 皮膚科 1,690,000

（独）日本学術振
興会

MAIT細胞による脳血管性認知症の病
態制御機構の解明と新規治療開発の
基盤的研究

木内　博之 脳神経外科 3,770,000
（独）日本学術振

興会

血小板のリンパ組織発生における役
割：生理活性物質の運び手としての血
小板

井上　克枝 検査部 2,600,000
（独）日本学術振

興会

小型深度カメラを用いた体表位置照合
に基づく新規画像誘導放射線治療手
法の開発

齋藤　正英 放射線科 2,340,000
（独）日本学術振

興会

好中球を標的とした重症薬疹の治療機
序解明と治療戦略の創出 木下　真直 皮膚科 2,340,000

（独）日本学術振
興会

肝癌の治療効果予測におけるハイス
ループット・リキッドバイオプシーシステ
ムの構築

村岡　優 消化器内科 2,340,000
（独）日本学術振

興会

クロザピン抵抗性統合失調症に対する
DAAO阻害と脳内グルタミン酸 岩田　祐輔 精神科 1,300,000

（独）日本学術振
興会

患者由来オルガノイドを用いた、病理
診断、遺伝子解析、治療有効性に関
する研究

池村　辰之介 呼吸器内科 910,000
（独）日本学術振

興会

慢性骨髄性白血病幹細胞の起源にお
ける造血幹細胞多様性の意義の解明 玉井　望雅 小児科 910,000

（独）日本学術振
興会
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テイラーメイドエクソソームによる脳梗塞
新規治療の開発 上野　祐司 神経内科 6,078,800

（国研）科学技術
振興機構

ヒトリコンビナントMMP-7(KTP-001)を
用いた腰椎椎間板ヘルニアに対する
医師主導治験

波呂　浩孝 整形外科 103,933,000 国立研究開発法人日本
医療研究開発機構

難治性急性リンパ性白血病に対する新
規予防・治療薬の開発 犬飼　岳史 小児科 200,000

国立大学法人筑
波大学

インターフェロンフリー治療がC型肝硬変患者の予
後を含めたアウトカムに与える影響を明らかにする
研究

榎本　信幸 消化器内科 1,040,000
国立大学法人大

阪大学

B型肝炎培養細胞、抗ウイルス応答細
胞モデルを用いた創薬シーズ化合物
の大規模探索

榎本　信幸 消化器内科 5,200,000
国立大学法人北

海道大学

持続可能で先進的なてんかん医療と
遠隔医療を用いたデータベースの確
立に関する研究

加賀　佳美 小児科 1,000,000
国立研究開発法人国立
精神・神経医療研究セン

ター

重症不妊症患者に対するタクロリムス
の多施設共同2用量単群比較試験 吉野　修 産婦人科 650,000 国立研究開発法人国立

成育医療研究センター

次世代シークエンス技術を基盤としたC型肝炎ウイ
ルス排除後における肝癌出現機序・病態変化の解
明とバイオマーカーの開発

榎本　信幸 消化器内科 18,380,000 国立研究開発法人日本
医療研究開発機構

自家心臓線維芽細胞による心不全患
者に対する再生医療のfirst-in-human
臨床試験

佐藤　明 循環器内科 26,035,204 国立研究開発法人日本
医療研究開発機構

未診断疾患イニシアチブ（Initiative on Rare and
Undiagnosed Diseases: IRUD）：希少未診断疾患に
対する診断プログラムの開発に関する研究

矢ヶ崎　英晃 小児科 3,900,000
国立研究開発法人国立
精神・神経医療研究セン

ター

稀少な遺伝子異常を有する肺癌に対
する治療戦略の開発 副島　研造 呼吸器内科 2,990,000

（独）日本学術振
興会

性分化疾患・性成熟疾患に対する医療
最適化に向けてのエビデンス創出

国立研究開発法人国立
成育医療研究センター三井　貴彦 泌尿器科 910,000

吸収性スペーサーを用いた体内空間
可変技術の定位放射線治療への展開

国立大学法人神
戸大学大西　洋

放射線治療科・放射
線診断科

1,300,000

早期非小細胞肺癌に対する体幹部定
位放射線治療線量増加ランダム化比
較試験

国立大学法人広
島大学大西　洋 放射線科 650,000

血清・肝組織の網羅的グライコミクス等
による、肝線維化の病態を効率的に評
価・予後予測するバイオマーカーの探
索

国立大学法人北
海道大学前川　伸哉 消化器内科 1,040,000

老化関連分子から見た原発性肝癌の
新たな理解と分子標的薬治療反応性
の統合的基盤研究

榎本　信幸 消化器内科 6,500,000
（独）日本学術振

興会

COVID-19 感染による血栓症発症・増
悪機転の解明と治療介入の可能性の
解明

井上　克枝 検査部 4,550,000
国立大学法人 浜

松医科大学

ウイルス性肝炎の薬剤耐性が及ぼす
病態変化に関する研究 鈴木　雄一朗 消化器内科 800,000

武蔵野赤十字
病院

放射線療法の提供体制構築
に資する研究

大西　洋
放射線治療科・放射

線診断科
560,000 厚生労働省

山梨県におけるスモン患者の
病態

新藤　和雅 神経内科 300,000 厚生労働省

運動失調症の医療水準、患者QOLの
向上に資する研究班 瀧山　嘉久 神経内科 700,000 厚生労働省
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　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請
の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入するこ
と。
　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託
元を記入すること。

医療安全支援センターの機能評価及び質改善のた
めのICTを用いた地域連携と情報収集の体制構築
に関する研究

荒神　裕之
医療の質・安全管理

部
969,000 厚生労働省

重症多形滲出性紅斑に関する
調査研究

川村　龍吉 皮膚科 100,000 厚生労働省

原発性脂質異常症に関する調
査研究

土橋　一重 小児科 200,000 厚生労働省



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号
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1 Original Article

2 Others

3 Original Article

4 Original Article
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6 Others

7 Original Article

8 Review

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

12 Others

Analysis of direct-acting
antiviral-resistant hepatitis C
virus haplotype diversity by

single-molecule and long-read
sequencing

雑誌名・
出版年月等

HEPATOLOGY
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雑誌名・
出版年月等

　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の
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  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、
他、またはet al.とする。

　記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じる
こと。

　当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資する
ものと判断される主なものを記入すること。
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② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

医学研究実施者及び医学研究関係者の利益相反の存在を明らかにした上で、医学研究に係る利

益相反の適切な管理を行うことにより、研究対象者の人権擁護及び安全性を確保し、かつ、本学

及び職員等の社会的信頼を得て医学研究の推進を図ることを目的とする。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委

員会の開催状況 

年 11 回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 6 回 

 ・研修の主な内容 

倫理指針の変更点、研究デザインの決め方とデータ収集、医師主導治験、臨床研究法など 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

別紙の通り 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数        89  人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

榎本 信幸 消化器内科 特命教授         39年  

佐藤  明 循環器内科 教授           33年  

副島 研造 呼吸器内科 教授           34年  

土屋 恭一郎 糖尿病・内分泌内科 教授           22年  

中島  歩 腎臓内科 教授           24年  

中込 大樹 リウマチ・膠原病内科 病院准教授           18年  

上野 裕司 神経内科 教授           23年  

桐戸 敬太 血液・腫瘍内科 教授           36年  

市川 大輔 第一外科 教授           33年  

中島 博之 第二外科 教授           33年  

松川  隆 麻酔科 教授           37年  

鈴木 健文 精神科 教授           25年  

犬飼 岳史 小児科 教授 34年  

吉野  修 産婦人科 教授           26年  

川村 龍吉 皮膚科 教授          32年  

百澤  明 形成外科 特任教授 24年  

波呂 浩孝 整形外科 教授           34年  

木内 博之 脳神経外科 教授           40年  

三井 貴彦 泌尿器科 教授 30年  

柏木 賢治 眼科 教授 37年  

櫻井 大樹 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 26年  

大西  洋 放射線科 教授 35年  

上木 耕一郎 歯科口腔外科 教授 29年  

井上 克枝 臨床検査医学 教授 27年  

森口 武史 救急科 教授 26年  

近藤 哲夫 病理診断科 教授 28年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

●腫瘍センターセミナー：自施設および他施設の医療従事者に対し、がんに関する治療および治療支援に関連す

る内容で講演を行う。 

●緩和ケア研修会：自施設および他施設の医療従事者に対し、痛みをはじめとした、がん等に伴って生じる苦痛

に対して、緩和ケアの基本的な知識・技術・態度について講義・ロールプレイング・グループワークを行う。 

 ・研修の期間・実施回数（計４回） 

●腫瘍センターセミナー（２回） 

・令和4年9月17日（日）プレシジョン・メディシン（精密医療）とがんゲノム 

（WEB配信のみ・https://syuyocenter-shimin.jp/） 

・令和4年11月14日（月）がん治療をサポートする口腔ケア～口腔ケアの実際とその有効性について 

（オンラインライブ配信（zoom）１回・後日オンデマンド配信あり・https://syuyocenter-shimin.jp/） 

●緩和ケア研修会（２回） 

・令和４年年6月12日（日）2022年第１回山梨県緩和ケア研修会 (1日) 

・令和４年10月2日（日）2022年第4回山梨県緩和ケア研修会（1日） 

 ・研修の参加人数（計８７名・ＷＥＢ再生回数２２１回） 

・令和4年9月17日（日）プレシジョン・メディシン（精密医療）とがんゲノム（再生回数135回） 

・令和4年11月14日（月）がん治療をサポートする口腔ケア～口腔ケアの実際とその有効性について（ライブ参

加48名・オンデマンド再生回数86回） 

・令和４年年6月12日（日）2022年第１回山梨県緩和ケア研修会（23名） 

・令和４年10月2日（日）2022年第4回山梨県緩和ケア研修会（16名） 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 木内 博之 

  管理担当者氏名 総務課長 齊藤 敦、医事課長 井上 心 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項

に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 医療情報室 カルテ及び検査所見記
録等は１患者１ＩＤで
全て医療情報室で一元
管理している。 
診療録は「院外に持ち出
さないこと」と規定して
いる。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 医療情報室 
手術記録 医療情報室 
看護記録 医療情報室 
検査所見記録 医療情報室 
エックス線写真 医療情報室 
紹介状 医療情報室 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

医療情報室 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に

掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課 病院の管理及び運営に
関する諸記録は、左の保
管場所で保管管理して
いる。 

高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

総務課 

高度の医療の研修の実績 総務課 
閲覧実績 総務課 

医療支援課 
医事課 

紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一

項
に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療の質・安全管理部 病院の管理及び運営に
関する諸記録は、左の保
管場所で保管管理して
いる。 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療の質・安全管理部 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療の質・安全管理部 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療の質・安全管理部 

 
  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 
病院の管理及び運営に

関する諸記録は、左の保

管場所で保管管理して

いる。 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

医療の質・安全管理部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部・管理課（未承認
等の医薬品関連） 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

臨床工学部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

臨床工学部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

臨床工学部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

臨床工学部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療の質・安全管理
部 

病院の管理及び運営に
関する諸記録は、左の
保管場所で保管管理し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部・医療の質・
安全管理部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療の質・安全管理
部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療の質・安全管理
部 

医療安全管理部門の設置状況 医療の質・安全管理
部 

高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療の質・安全管理
部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

管理課・薬剤部 

監査委員会の設置状況 総務課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療の質・安全管理
部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療の質・安全管理
部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療の質・安全管理
部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

総務課 

職員研修の実施状況 総務課 
医療の質・安全管理
部 

管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

総務課 
医療の質・安全管理
部 

管理者が有する権限に関する
状況 

病院経営企画課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

病院経営企画課 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

病院経営企画課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

　閲覧の手続の概要
記録閲覧を求める者からの申立てによ
り、適否を判断し、閲覧場所を定めて
閲覧させている。

　

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　　件

国 延　　  　0 　　 　　件

地方公共団体 延　　　   0 　　　　件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　総務課長　齊藤　敦

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

　閲覧責任者氏名 　病院長　木内　博之

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　総務課

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
 

(1) 医療機関における安全管理に関する基本的考え方 
・医療安全の基本的考え方 

(2) 医療機関に係る安全管理のための委員会その他医療機関内の組織に関す
る基本的事項 
・安全管理の体制を確保するために、安全管理委員会及び医療の質・安全
管理部の設置 

・医療安全管理責任者及び医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任
者、医療放射線安全管理責任者、説明と同意・カルテ記載管理責任者の
設置 

・安全管理のための責任者（リスクマネジャー）を定め、病院の安全管理
の体制確保に努める 

(3) 医療に係る安全管理のための職員研修に関する基本方針 
・安全体制の確保のために、職員研修の企画・実施 

(4) 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改
善のための方策に関する基本方針 
・「医療事故等発生報告書」「状況報告書」「インシデントレポート」の
入力、報告及び対策 

・安全管理のためのマニュアルを整備し、安全管理委員会に届け出る 
(5) 医療事故等発生時の対応に関する基本方針 
・事故発生時の対応マニュアルの整備および事故発生時の対応 

(6) 医療従業者と患者との間の情報共有に関する基本方針（患者等に対する
当該指針の閲覧に関する基本方針を含む。） 
・患者への情報提供 

(7) 患者からの相談への対応に関する基本方針 
・患者相談対応 

(8) 医療行為の院内資格制度 
  ・CVC挿入術認定医制度 

(9) その他医療安全推進のために必要な基本方針 
 
 
 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 13 回 
・ 活動の主な内容： 
(1) 病院の安全管理体制の整備に関すること。 

 (2) 病院の安全管理のためのマニュアルの整備に関すること。 
 (3) 病院の医療事故等の防止・発生時の対応及び医療事故調査制度（以下「調

査制度」という。）に関すること。 
 (4) 病院で使用する医薬品の安全管理に関すること。 
 (5) 病院で使用する医療機器の安全管理に関すること。 
 (6) 病院の安全管理のための職員研修に関すること。 
 (7) 患者に重篤な障害が生じた事例の、原因の分析、改善策の立案・実施及

び職員への周知に関すること。 
(8) 立案した改善策の実施状況の調査及び見直しに関すること。 
(9) 医療従事者と患者との情報の共有に関すること。 
(10) 患者からの相談への対応に関すること。 
(11) その他病院の安全管理に関すること。 

 
 
 

 



 
 
 

 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 14 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 
（1） 安全管理 
（2） 病院理念 
（3）医薬品 
（4）医療機器 
（5）放射線 
（6）医療ガス 
（7）CVポートシミュレーション 
（8）BLS研修 
（9）カンガルーポンプ説明 
(10)患者参加型医療安全の取り組み 
(11)安全の日研修 
(12)M＆Mカンファレンス 
(13)世界患者安全の日 
(14) 三方活栓の使用方法演習 

 
 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

(1) 『インシデントレポートシステム』による運用を行っており、システム
にインシデントレポート及び想定外報告が入力されると、医療の質・安全
管理部員が内容を把握し、関連する部門のリスクマネジャー等に情報を伝
えるとともに、更なる詳細情報が必要と判断したレポートに対してはＲＭ(
リスクマネジャー)報告を求めた。情報を受けた各リスクマネジャーはイン
シデントの状況確認及び原因の詳細説明，再発防止策を検討し、ＲＭ(リス
クマネジャー)報告として報告した。ＲＭ(リスクマネジャー)報告は，医療
の質・安全管理部員が内容を検討し，内容が不十分な場合は担当のリスク
マネジャーに差し戻し再検討を依頼した。十分の場合は保存レポートとし
て終了した。 

 
(2) 提出された内容に基づき、重要事例について安全管理委員会及び医療の
質・安全管理部会議において組織としてのインシデントの分析及び問題点
を検討した。必要に応じて部署事例検討会を開催し、より実践に即した具
体的分析・検討を行った。 

 
(3) 上記で検討された内容に対し、重要事例について医療の質・安全管理部
会議、安全管理委員会で改善策が検討され、その結果はリスクマネジャー
会議で報告及び意見交換され、リスクマネジャー会議資料として各部署に
報告・周知を行ない、実行に移した。特に重要と考えられるインシデント
については、インシデント内容、改善策等をリスクマネジャーニュースと
して発行し周知徹底した。また必要に応じてゼネラルリスクマネジャーが
直接指導し実行に移した。 

 
 
 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 

(1) 基本方針 
(2) 院内感染対策管理責任者の設置 
(3) 委員会等の設置及び運用 
(4) 感染制御のマニュアルの整備 
(5) リンクドクター・リンクナースの配置 
(6) 院内感染発生時の対応 
(7) インフォームドコンセント 
(8) 報告の義務 
(9) 職員研修の実施 
(10) 指針の閲覧に関する事項 

 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
 

(1) 感染症アウトブレイクへの対応 
(2) 個別セクションの監視と対策 
(3) 感染対策の実施状況の調査・指導 
(4) 感染対策に関する教育啓蒙活動 
(5) 感染症サーベイランスの実施・評価 
(6) 感染制御コンサルテーション 
(7) 職員への職業感染対策推進 
(8) 感染対策に関する情報収集 
(9) 感染性廃棄物処理の監視及び指導 
(10) 感染対策マニュアルの更新 

 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 5 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
 

(1) 手指衛生の適切なタイミングについて 
(2) 適切な検体採取について 
(3) 血液培養患者ラベルについて 
(4) 個人防護具の着脱について① 
(5) 個人防護具の着脱について② 

 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

(1) 感染制御委員会・感染制御部会議・感染対策チーム会議における方策の検討・決定・実施 
(2) 院内ラウンドの実施及び指導 
(3) 感染対策チーム員を通じて重要事項を各部署へ周知・伝達するとともに、各部署からの意見・
質問を収集した後、会議で検討し再度チーム会議において周知を行なった。 

(4) 感染対策マニュアルの見直し・改訂 
 
 
(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 1 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

   令和4年度もCOVID-19感染状況に鑑みE-learningを作成し、視聴および確認テストを実施
した。研修内容は以下の通り 
医薬品取り扱いに関する基礎知識について 
医薬品安全管理手順書について 
的確な医薬品安全管理について 
医薬品に関する医療事故事例の解説 
カリウム製剤・インスリン製剤の取り扱いについて 
医薬品適応外使用・未承認医薬品の取り扱い規定について等 

 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 

インシデント事例の発生要因に関連すると考えられる院内ルールなどを確認項目として 
チェックリストを作成し、各部門のリスクマネージャーにそれぞれ部門の評価を依頼して 
いる。評価結果は、医薬品安全小委員会で報告され、安全対策の検討などに活用している。 

 
 
 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
   R4年度は申請無し 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

薬剤部医薬品情報室が中心となり、DI・BOX（105報／R4年度）および新採用医薬品情報 
（21報／R4年度）を発行している。主に当院採用医薬品に関する医薬品情報 
（添付文書の改訂、識別記号変更など安全に関する情報を中心に）を提供している。 
緊急安全背情報および安全性速報についてもこの媒体を使用し適宜解説などを加えて情報を 
提供している。 
また、ダブルバック製剤の未開通事例など、当院においてインシデントが複数報告された 
場合には、医薬品安全管理者として院内周知文書を発行している。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年３６回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

使用方法に関する事項、保守点検に関する事項、不具合等が発生した場合の対応に関する事
項など 

 
 
 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 

外観検査、機能条件検査、機械的検査、電気的検査、安全性検査、消耗部品交換など 
 
 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
   未承認医療機器の使用実績なし 
 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１．インシデント事例を踏まえた改善策の検討 
   ２．上位会議（安全管理委員会）への事例報告 

３．上位会議（安全管理委員会）での報告に基づいた更なる検討 
   ４．学内各会議（主要会議）への事例報告 
   ５．リスクマネージメントニュース等による院内周知 
   ６．医療機器安全小委員会による医療機器の安全性の確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
 
管理者が指名した副病院長を医療安全管理責任者及び安全管理委員会委員長として配置し、その下

に医療の質・安全管理部を設置、更に医療の質・安全管理部の組織として、医薬品安全小委員会、医
療機器安全小委員会、診療用放射線安全管理小委員会を設け、医療安全管理体制を構築し、それら医
療安全に関する業務を統括している。 
 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ 4 名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

 PMDA メディナビの情報提供、PMDA ホームページ、日本医療機能評価機構ホームページ、企業のホ

ームページ、MR、郵送、FAX の手段で情報を入手し、院内に周知が必要と考えられる医薬品情報は、

薬剤部でＤＩ－ＢＯＸなどの情報誌として分かりやすい形に編集し、院内各所に配布すると共に、病

院内掲示板及び病院端末イントラネットに掲示し、ネット上ではバックナンバーも容易に参照できる

体制となっている。重大な副作用に関する情報等、医薬品に関する重大な情報は、過去の処方歴の調

査を行い、医師個人宛に情報を提供した。 

院内に通知した内容は、薬事委員会で報告し、病院運営委員会、医長・師長会で報告事項として周

知した。 

病院全体に提供すべき重大な情報については、既読者リストを貼付し、情報を読んだ人の氏名を記

載してもらい返送を依頼し、未読者に連絡した。 

 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

 医薬品安全管理責任者の責務に関する内規を基に、未承認等の医薬品の使用及び必要性の確認・指

導を行った。また、医薬品適応外使用に関する使用及び必要性の確認・指導を行った。 

医薬品安全管理手順書について、医薬品安全管理小委員会で見直し・検討を行った。また、医薬品安

全管理手順書どおり業務が行われているか、月 1回、監査項目を定めチェックを実施した。 

 

 

 



 
 
 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容

： 

全診療科を対象として、毎月、各診療科入院患者５件の診療録を無作為に抽出し、診療録内容及び

同意書類の記載内容が規程等に基づき作成されたチェック票（評価基準）により、遵守状況の確認を

実施している。評価基準を点数化しており、点数が継続的に低位なものについては直接指導を実施し

ている。また、安全管理研修会の際に指導（勉強会）を実施している。 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

 全診療科を対象として、毎月、各診療科入院患者５件の診療録を無作為に抽出し、診療録内容及び

同意書類の記載内容が規程等に基づき作成されたチェック票（評価基準）により、遵守状況の確認を

実施している。評価基準を点数化しており、点数が継続的に低位なものについては直接指導を実施し

ている。また、安全管理研修会の際に指導（勉強会）を実施している。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（5）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち医師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（1）名 

 うち薬剤師：専従（1）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

 うち看護師：専従（3）名、専任（ ）名、兼任（ ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 



 
 
 

 

・活動の主な内容： 

(1) 安全管理体制の構築 

(2) 医療安全に関する職員への教育・研修の実施 

(3) 医療事故を防止するための情報収集、分析、対策立案、フィードバック、評価 

(4) 医療事故への対応 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 16件）、及び許可件数（ 16件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

 (1) 診療科より申請された高難度新規医療技術申請書の受付・内容確認 

(2) 高難度新規医療技術評価委員会への審査依頼 
(3) 高難度新規医療技術評価委員会の審査結果を踏まえ部門としての使用の可否の決定 

(4) 使用後のモニタリングの実施、規程の遵守状況等を確認のうえ管理者へ報告 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 件）、及び許可件数（ 件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬

品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有

無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

(1)診療科より申請された未承認新規医薬品使用申請書の受付・内容確認 

(2)未承認新規医薬品評価委員会への審査依頼 

(3)未承認新規医薬品評価委員会の審査結果を踏まえ部門としての使用の可否の決定 

(4)使用後のモニタリングの実施、規程の遵守状況等を確認のうえ管理者へ報告 



 
 
 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 322件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 142件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

 安全管理委員会において、全死亡例について死因等の確認結果情報を管理者に対し報告するととも

に検証を行っている。また、主治医等により確認した予期せぬ死亡該当事例の是非についても報告と

検証を行っている。併せて、これら死亡例について内部通報窓口への通報状況についても報告を行っ

ている。また、管理者が定める水準以上の発生事象の状況等についても管理者に対し報告を行うとと

もに、原因分析及び改善策について検討を行っている。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

 患者等相談窓口を病院外来ホールに設置するとともに、活動の趣旨、設置場所、担当者等及び対

応時間を記載したものを病院玄関ホール入口に掲示している。 

各相談への対応についても運営内規の趣旨を説明し，対応願うこととしている。 

なお、患者のプライバシー保護の観点から、個室を設け相談内容により対応している。 

また、電話相談、投書箱の設置、インターネット相談を実施し、相談窓口以外の相談にも対応してい

る。 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

 医療安全に関する研修はコロナ禍であり、e-ラーニングを中心に昨年実績で 14回、感染対策に関

する研修は昨年実績で 5回実施した。病院職員は年間 2回以上の受講を義務付けており、受講後は内

容に関する小テストを活用し効果測定を行っている。 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

・管理者 

公益財団法人日本医療機能評価機構 

「2022年度特定機能病院管理者研修（継続） 2023年 2月 2日」 

 

・医療安全管理責任者 

公益財団法人日本医療機能評価機構 

「2022年度特定機能病院管理者研修（継続） 2023年 1月 16日」 

 

・医薬品安全管理責任者 

公益財団法人日本医療機能評価機構 

「2022年度特定機能病院管理者研修（継続） 2023年 1月 16日」 

 

・医療機器安全管理責任者 

公益財団法人日本医療機能評価機構 

「2022年度特定機能病院管理者研修（継続） 2023年 2月 2日」 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

 

 

 



 
 
 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善

のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

令和 3年 11月 29日～12月 1日において日本医療機能評価機構による病院機能評価＜3rdG:Ver2.0

＞を受審。 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

 病院ホームページにて公開している。 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

 課題が残った改善項目を抽出し、毎月開催されている病院機能改善検討委員会にて各部署に指導

し、その改善項目の進捗状況をモニタリングしている。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 

 管理者に必要な資質及び能力に関する基準  

・ 基準の主な内容 

１．医師免許を有し、医学、医療及び経営に関し高い識見を有する者 

２．以下のいずれかの業務に従事した経験を有し、医療安全についての十分な経験をもとに指導力を発

揮し、患者の安全を第一に高度な医療安全の管理体制を確保できる者 

①医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者の業務 

②医療安全管理委員会の構成員としての業務 

③医療安全管理部門における業務 

④その他上記に準じる業務 

３．本学附属病院または本学以外の病院で以下の経験を有し、病院の管理運営に必要な経験と能力をも

とにガバナンスを発揮できる者 

①病院長又は副病院長の経験 

②診療科長又は中央診療施設等の長の経験 

４．医学教育、医学研究及び高度医療に携わった経験を有し、教育・研究・診療に必要な資質・能力を有し

ている者（医学系教授の経験を有する者が望ましい） 

５．山梨県内の医療環境の改善に努めた経験を有し、地域医療、救急医療、感染症対策及び高度医療を

担う医療機関として、県や山梨県医師会等関係機関との連携のもとその維持及び発展に貢献できる者 

６．附属病院の将来に関して、明確なビジョンと強いリーダーシップをもってその発展に貢献できる者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ ○有・無 ） 

・ 公表の方法：病院HPにて掲載 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 

 

 前年度における管理者の選考の実施の有無     ○有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ ○有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ ○有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ ○有・無 ） 

・ 公表の方法：病院HPにて掲載 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 特別の

関係 

松川 誠司 山梨大学 ○ 学長が指名する理事１名 ○有 ・無 

山縣然太朗 山梨大学  医学部医学科の長として ○有 ・無 

野中 昭彦 山梨大学  学長が指名した副病院長 ○有 ・無 

村松 陽子 山梨大学  附属病院看護部長として ○有 ・無 

手塚 司朗 山梨県医師会  県医師会長として豊富な知見を有する 有・○無  

菊島 利一 山梨県福祉保健部  県の医療に係る豊富な知見を有する 有・○無  

副島 研造 山梨大学  学長が指名した医学部臨床系教授 ○有 ・無 

川村 龍吉 山梨大学  学長が指名した医学部臨床系教授 ○有 ・無 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の設

置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

Ⅰ.山梨大学医学部附属病院運営委員会 

病院の運営に関する重要事項を審議 

 

Ⅱ.山梨大学医学部附属病院診療科長会 

病院の教員及び看護部長人事並びに予算に関する事項を審議 

 

 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

  ・附属病院イントラホームページへの掲載 

・会議終了後、資料を各診療科等で回覧 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

病院運営委員会においては、「委員長が必要と認めたときは、委員以外の者の出席を求め

、説明又は意見を聴くことができる」と規定されている。 

 
 

合議体の委員名簿 

Ⅰ.山梨大学医学部附属病院運営委員会 

氏名 

委員長 

（○を付

す） 

職種 役職 

木 内 博 之 〇 医師 病院長 

波 呂 浩 孝  医師 副病院長 

川 村 龍 吉  医師 副病院長 

中 島 博 之  医師 副病院長 

市 川 大 輔  医師 副病院長 

村 松 陽 子  看護師 副病院長 

石 原   昭  事務職員 副病院長 



 
 
 

 

荒 神 裕 之  医師 ＧＲＭ 

高 野 伸 一  医師 消化器内科長 

佐  藤     明  医師 循環器内科長 

副 島 研 造  医師 呼吸器内科長 

土 屋 恭一郎  医師 糖尿病・内分泌内科長 

中 島   歩  医師 腎臓内科長 

中 込 大 樹  医師 リウマチ膠原病内科長 

上 野 祐 司  医師 神経内科長 

桐 戸 敬 太  医師 血液・腫瘍内科長 

犬  飼 岳  史  医師 小児科長 

鈴  木 健  文  医師 精神科長 

百 澤   明  医師 形成外科長 

松 川   隆  医師 麻酔科長 

吉 野   修  医師 産婦人科長 

三 井 貴 彦  医師 泌尿器科長 

柏 木 賢 治  医師 眼科長 

櫻 井 大 樹  医師 頭頸部・耳鼻咽喉科長 

大 西   洋  医師 放射線治療科長 

上  木 耕一郎  歯科医師 歯科口腔外科長 

森 口 武 史  医師 救急科長 

近  藤 哲  夫  医師 病理診断科長 

石 黒 浩 毅  医師 遺伝子疾患診療科長 

井 上 克 枝  医師 検査部長 

石 山 忠 彦  医師 手術部長 

森 阪 裕 之  医師 放射線診断部長 

澤 田 智 史  医師 血液浄化療法部長 

針 井 則 一  医師 総合診療部長 

飯 嶋 哲 也  医師 医療チームセンター長 

前 川 伸 哉  医師 肝疾患センター長 

荒 木 拓 次  医師 ＩＶＲセンター長 

加  賀 佳  美  医師 てんかんセンター長 

井 上   修  医師 感染制御部長 

鈴 木 貴 明  薬剤師 薬剤部長 

相 川 良 人  その他 放射線技術部長 

市 川 二 郎  医師 入退院支援センター長 

板 倉   淳  医師 臨床教育部長 

鈴 木 章 司  医師 臨床実習センター長 

榎 本 信 幸  医師 東部地域医療教育センター長 

小 泉 修 一  医師 医学域長 



 
 
 

 

Ⅱ.山梨大学医学部附属病院診療科長会 

氏名 

委員長 

（○を付

す） 

職種 役職 

木 内 博 之 〇 医師 病院長 

高 野 伸 一  医師 消化器内科 教授 

佐  藤     明  医師 循環器内科 教授 

副 島 研 造  医師 呼吸器内科 教授 

土 屋 恭一郎  医師 糖尿病・内分泌内科 教授 

中 島   歩  医師 腎臓内科 教授 

中 込 大 樹  医師 リウマチ膠原病内科 教授 

上 野 祐 司  医師 神経内科 教授 

桐 戸 敬 太  医師 血液・腫瘍内科 教授 

犬  飼 岳  史  医師 小児科 教授 

鈴  木 健  文  医師 精神科 教授 

川 村 龍 吉  医師 皮膚科 教授 

百 澤   明  医師 形成外科 教授 

市 川 大 輔  医師 消化器外科、乳腺・内分泌外科 教授 

中 島 博 之  医師 副病院 教授 

波 呂 浩 孝  医師 副病院 教授 

松 川   隆  医師 麻酔科 教授 

吉 野   修  医師 産婦人科 教授 

三 井 貴 彦  医師 泌尿器科 教授 

柏 木 賢 治  医師 眼科 教授 

櫻 井 大 樹  医師 頭頸部・耳鼻咽喉科 教授 

大 西   洋  医師 放射線治療科 教授 

上  木 耕一郎  歯科医師 歯科口腔外科 教授 

森 口 武 史  医師 救急科 教授 

近  藤 哲  夫  医師 病理診断科 教授 

石 黒 浩 毅  医師 遺伝子疾患診療科 教授 

井 上 克 枝  医師 臨床検査医学講座 教授 

針 井 則 一  医師 総合診療部長 

鈴 木 貴 明  薬剤師 薬剤部長 

村 松 陽 子  看護師 看護部長 

板 倉   淳  医師 臨床教育部長 

小 泉 修 一  医師 医学域長 

 
 
 

 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 
 

山梨大学医学部附属病院規程において、「病院長は、病院の管理運営を総括する。」

と、その権限が規定されている。また、国立大学法人山梨大学会計規則及び国立大学法人

山梨大学予算細則において、医学部附属病院の予算責任者として規定されている。 
 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

 

【職名】副病院長 

【役割】病院の管理運営を迅速、かつ円滑に行うため、病院長の指示に基づき、病院長を

補佐する。 

 

【職名】病院長補佐 

【役割】病院長の命を受け診療及び管理運営に関し、病院長の指定する事項について、そ

の担当する副病院長を支援するとともに、当該事項の担当部署に助言を行う。ま

た、病院長の命を受け、他の分野においても当該担当副病院長を支援する。 
 

【職名】病院長特別補佐 

【役割】病院長の命を受け病院の診療及び管理運営に関し、病院長の指定する次の事項に

ついて、その担当する副病院長を支援し、当該事項の担当部署に助言を行う。 

(1) 患者サービスに関すること 

(2) 看護部の業務に関すること 

(3) 薬剤治験に関すること 

(4) 山梨県感染症対策に関すること 

(5) その他病院長が必要と認めること 
 

【職名】病院経営管理部長 

【役割】病院の適切な経営管理に資するための事項の企画、立案、検証を行うとともに、

各種委員会及び関係部局等との連絡調整にあたる。 
 
 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 
 

病院管理者向け研修会を開催し、病院執行部を担う人材の育成を行っている。また、事

務部職員についても病院専門職員研修会等に参加させ、病院マネジメントを担う人材の育

成を継続的に行っている。 
 
 
 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する状

況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

(1) 医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任

者、高難度新規医療技術部門長及び医療放射線安全管理責任者の業務に関する監査。 

(2) 医療に係る安全管理の業務に関する監査。 

(3) その他委員が必要と認める病院業務に関する監査。 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

病院ホームページ 

 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付

す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

 
矢野  真 
 

 
他団体医師 

 

〇 

豊富な臨床経験
と医療安全に関
する知識により 

 

有・無 

 

   1 

 
甲光 俊一 
 

 
弁護士 

 弁護士としての
豊富な専門知識
を有している 

 

有・無 

 

   1 

 
保坂  武 
 

 
市長 

 行政の長であり
医療を受ける者
の代表として 

 

有・無 

 

   2 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 
 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 

法人の業務の適正かつ効率的な運営を図るとともに、会計経理の適正を期することを目

的として、定期監査及び臨時監査を実施している。 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを確

保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 
 

法人の業務の適正かつ効率的な運営を図るとともに、会計経理の適正を期することを目

的として、定期監査及び臨時監査を実施している。 

 
 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に係

る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 

国立大学法人の経営に関する重要事項を審議する機関として、経営協議会を置き、下記に

ついて審議し、病院業務並びに経営状態について監督している。 

(1) 中期目標についての意見に関する事項のうち、経営に関するもの 

(2) 中期計画に関する事項のうち、経営に関するもの 

(3) 学則(経営に関する部分に限る。)、会計規程、役員に対する報酬及び退職手当の

支給の基準、職員の給与及び退職手当の支給の基準その他の経営に係る重要な規則

の制定又は改廃に関する事項 

(4) 予算の作成及び執行並びに決算に関する事項 

(5) 組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価に関する事項 

(6) その他経営に関する重要事項 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 ６ 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 ６ 回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称：国立大学法人山梨大学経営協議会 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 

委員長 

（○を付

す） 

利害関係 

中 村 和 彦 学長 〇 有 

黒 澤    尋 理事  有 

奥 田    徹 理事  有 

茅   暁 陽 理事  有 

片 田   晋 理事  有 

市 川   満 理事  有 

木 内 博 之 理事  有 

長 田   公 山梨県副知事  無 

進 藤    中 
株式会社山梨中央銀行取締役会長、 

甲府商工会議所会頭 
 無 

山 本 健 慈 

大阪観光大学理事長、 

元国立大学協会専務理事、 

元和歌山大学学長  

 無 



 
 
 

 

山 中 正 竹 一般財団法人全日本野球協会会長  無 

窪 田   淳 甲府市副市長  無 

野 田 嘉 明 
全学同窓会会長、 

医療法人のだ内科クリニック理事長  
 無 

吉 岡 俊 昭 株式会社山梨放送常務取締役  無 

齋 藤 貴 子 
株式会社シャトレーゼホールディング

ス代表取締役社長 
 無 

佐々木 宏 明 
山梨トヨタ自動車株式会社代表取締役

社長 
 無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等

の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための

方策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

職員研修会 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

 

 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

 

リウマチ膠原病センター、アレルギーセンター、IVRセンター、てんかんセンターといっ

た診療機能別センターを設置し、複数の診療科が連携し高度な医療を提供する体制を整備

している。 

 

 

 

 

 


	様式10.pdf
	様式2.pdf
	様式2-3.pdf
	様式2-4.pdf
	様式2-5、6.pdf
	様式2-7.pdf
	様式3-1.pdf
	様式3-2.pdf
	様式3-3.pdf
	様式4-1.pdf
	様式4-2.pdf
	様式5.pdf
	様式6.pdf
	様式6-2.pdf
	様式6-3.pdf
	様式7.pdf

